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要約
本研究は，海外の観光都市としてモナコ公国に注目して加藤・石川（2011)の手順（以下，KIPと
略す）により市場セグメンテーションを行い，それらを捉える主成分軸を抽出することで消費者ニ
ーズを解明する。
本研究により期待される貢献は大きく２つある。１つ目に本研究によりモナコ公国に対する日本
人の消費者ニーズを明らかにすることで，モナコ公国はより一層の観光客を集める上で重要な消費
者ニーズを把握する。
２つ目にテーマパークの経営者がハウステンボスと同様にヨーロッパ的リゾート地を競争相手と
しているならば，消費者が競争相手にどのようなニーズをもつのかを把握する。
第１点目の問題意識について，日本の消費者は心理的・精神的な癒しを求めており，自分の身の回
りの出来事だけでなく政治・経済の出来事に関心を持ち，モナコだけでなく韓国にも関心を持ってい
ると考えられる。モナコの観光担当者はこれらの点を考慮に入れることでより一層の集客が望める。
第２点目の問題意識について，日本の消費者は，おいしい食事，家族で過ごす時間，穏やかな天
候にモナコの魅力を感じていると考えられた。テーマパーク経営者がヨーロッパ的なリゾート地を
競争相手としているならば，これらの点を考慮に入れることで競争相手以上の魅力のあるテーマパ
ークを作れる可能性が考えられる。
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１．導入
日本国政府は2010年に観光を含む７つの分野からなる新成長戦略を閣議決定した。これに関連し
て観光庁は，「訪日外国人3000万人プログラム」を示した。さらに東日本大震災後，その影響を考
慮した日本再生戦略が閣議決定された。その中でも，同様に観光市場を重要な成長の要と位置づけ
ている。
このように観光市場に注目が集まる中で，千野（2011)は国内観光市場の予測と雇用への影響を
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分析している。その結果，国内観光市場を維持・拡大し雇用も創出させるには，訪日外国人を3000
万人にして日本の国内旅行回数を増加させる必要があると主張している。
このような観光市場への注目は国内だけでなく海外においても同様である。また研究手法も多様
なアプローチがとられている。千野（2011)のような国内市場を対象にした経済学的研究が行われ
てきた。その一方で，観光市場を切り開くキーワードを探索的に探り，そのキーワードをもとにし
た観光市場に関するマーケティング研究が蓄積されている。本研究は多面的な観光市場創造に関連
した研究の中で，ブログのテキストをデータとして消費者ニーズの解明を目指す。
マーケティング既存研究をレビューすれば，次のような研究で観光地に関連したブログテキスト
を分析した研究が蓄積され始めている。Pan et al.（2007）は，観光地についてのブログの記述が肯
定的な内容かあるいは否定的な内容かの分類により，観光地の強みあるいは弱みを明らかにした。
Volo（2010)は，Carson（2008）やPan et al.（2007)などの先行研究をレビューして，先行研究は
経験の概念を観光地の提供物へと単純化し操作化しており，ブログの読者や潜在的な旅行者への影
響を研究していないと主張した。Volo（2010)の研究はブログデータにより観光地での消費者の経
験を明らかにした。
三田村等（2008)は旅行に関連したブログの分析だけでなく，旅行カテゴリーと一般カテゴリー
という二つの比較により旅行に関連したブログの特徴を明らかにした。三田村等（2008)は，ブロ
グのテキストをデータとしてマイニングにより収集したブログに著者等が観光キーワードと呼ぶ単
語の出現頻度を調査している
Kato（2012）は，これら先行研究をレビューした上でハウステンボスを対象にした探索的調査に
より市場セグメンテーションを行い，主成分分析によりそれら市場セグメンテーションを構成して
いる消費者グループを捉える主成分軸を抽出した。その結果，海外リゾート軸が消費者ニーズを表
す主成分軸の一つとして抽出された。
海外リゾート軸は，航空，東京，千葉，成田，モナコ，リゾート，モンテカルロ，ホテルなどの
ような単語によって特徴付けられていた。ここからハウステンボスの競争相手として，海外リゾー
ト地やアジア近隣のヨーロッパ的リゾート地が考えられた。
確かにハウステンボスはオランダの街並みを再現することに力を注いだテーマパークであり（上
之郷，1992），海外のリゾート地が競争相手としてあがってくることもうなずける。特に海外リゾ
ート軸を特徴付けた単語として現れたモナコは海外リゾート地として知られている。
そこで本研究は，海外の観光都市としてKato（2012)の単語としてもあがっていたモナコ公国に
注目して探索的な方法により市場セグメンテーションを行い，それらを捉える主成分軸を抽出する
ことで消費者ニーズを解明する。
本研究により期待される貢献は大きく２つある。１つ目に本研究によりモナコ公国に対する日本
人の消費者ニーズを明らかにすることで，モナコ公国はより一層の観光客を集める上で重要な消費
者ニーズを把握できる。
２つ目にテーマパークの経営者がハウステンボスと同様にヨーロッパ的リゾート地を競争相手と
しているならば，消費者が競争相手にどのようなニーズをもつのかを把握できる。これは同様の競
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争相手を持つテーマパークの経営者にとって経営戦略立案の一助となると考えられる。
本研究は探索的な手法として加藤・石川（2011)の手順（以下，KIPと略す）を採用する。多くの
他の研究が工学研究をマーケティングデータに応用する中で，この手法はマーケティング既存研究
に依拠した分析手順を提案した点に特徴がある。節を改めて分析方法の説明を行う。
２．方法
（１）KIPの概略
KIPの概略は図表１のように整理できる。以下で，一つひとつの KIPの手順を説明する。ステッ
プ１でデータの収集を行う。データは次のように準備する。まず，分析したい対象を表す単語1語
（本研究の場合「モナコ」）を定め，gooブログ検索してその単語を一度でも使った gooブログオー
サーを収集する。次に，このブログオーサーが書いた全ブログ記事を収集する。収集したブログ記
事は全て単語にして以下の分析で用いる。これらがステップ１である。
KIPはステップ２と３でブログオーサーをグループにまとめるときに基準となる２つの単語群を
選択する。グループへのまとめ方の大まかなイメージは次のように説明できる。ブログオーサーが
ある単語を似通った頻度で使用していれば，それらブログオーサーは同じグループとしてまとめら
れる。こうしてまとめられたブログオーサーが市場セグメンテーションである。
ステップ２では，１つ目の市場セグメンテーションの基準としてモナコと類似度の高い単語をス
テップ１で収集した単語の中から選択する。これを商品特性キーワードと呼ぶ。ステップ３では，
２つ目の市場セグメンテーションの基準としてオーサーを特徴付ける単語をステップ１で収集した
単語の中から選択する。これを人物特性キーワードと呼ぶ。
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図表１．KIPの概略
ステップ４では，モナコと類似した単語とオーサーを特徴付ける単語の２つの基準で分類するた
めに，商品特性キーワードと人物特性キーワードでオーサーをクラスタリングする。これを入れ子
分析と呼ぶ。
なお，ステップ５でオーサー分析を行うならば，ステップ４を実施する必要はない。入れ子分析
により，市場セグメンテーションできる。だがマーケティングとしては，ロイヤリティの高いオー
サーと低いオーサーに分けて分析するとより有益である。そこでステップ５では，ロイヤリティの
高いロイヤルオーサーと低いロングテイルオーサーに分け，オーサーをクラスタリングする。
まず，商品特性キーワードでオーサーをクラスタリングする。次に，クラスタリングされたオー
サーからロイヤルオーサーとロングテイルオーサーを選択する。最後に，選択されたオーサーを人
物特性キーワードによりクラスタリングする。これをオーサー分析という。
ステップ６では，ロイヤルオーサーとロングテイルオーサーのそれぞれのオーサー分析の結果を
受けて，それらを捉える主成分軸を求める。この軸に固有ベクトルを手がかりにラベルを貼る。こ
れをラベリングという。これらがブログ分析の手順となる。次に最後のステップのラベリングにつ
いて，より詳細に説明する。
（２）ラベリングの方法
これまでのラベリングの方法は次のようであった。まずロイヤルオーサーとロングテイルオーサ
ーのそれぞれに対して tf・idf値により重要度の高い単語に絞る。次いで，それら重要度の高い単語
を手がかりにラベリングを行う。このような方法であった。だがあまりに多くの単語からラベルを
作成するのは困難な作業であった。そこで本研究では次のような方法を採用する。
ロイヤルオーサーとロングテイルオーサーのそれぞれに対して，ロイヤルオーサー・単語行列と
ロングテイルオーサー・単語行列を作成する。行列の要素は，全て単語頻度である。この行列に対
してカイ二乗統計量とそのｐ値を計算した。例えば，ロイヤルオーサーが４つのオーサークラスタ
ーにクラスタリングされたとすれば，カイ二乗統計量とｐ値を求めるデータは次のようになる。
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図表２　オーサークラスター・単語行列
… … … … …
この図表２から単語１のカイ二乗統計量とｐ値を計算するときには，次の図表３を作成してカイ
二乗統計量とｐ値を計算する。プログラムを作成して，この計算を単語数分繰り返し計算する。
計算したカイ二乗統計量とｐ値は各単語に１つずつなので，その値をもとに単語を並び替える。
並び替えの基準は，第1基準としてｐ値の昇順，第２基準としてカイ二乗統計量の降順とした。２つ
の基準で並び替えた理由は複数の単語のｐ値がゼロとなることへの対応策である。
並び替えた単語は，ロイヤルオーサーとロングテイルオーサーを特徴付ける程度により並んでい
る。この上から0.1%の単語を以後の分析対象とし，それ以外を削除する。これによりオーサーを特
徴付ける程度の高い単語へと単語数を減少させた。なお，0.1%という基準は単語数から恣意的に決
めており，単語数により分析の対象とする比率を変更する。
それでもまだ単語数が多くラベルを貼るのは難しい。そこで，この0.1%を対象にして主成分分析
を行い，４つのクラスターを捉える主成分軸を求め，その主成分軸にラベルを貼る。この主成分分
析のデータは，図表３からカイ二乗統計量とｐ値を計算する時点で同じプログラムにより計算した
各オーサークラスターのカイ二乗統計量である。
各オーサークラスターのカイ二乗統計量は，次の図表４のような行列をデータとして計算する。
この図表４は，単語１のオーサークラスター０のカイ二乗統計量を計算する状況を例示している。
このようなデータによるカイ二乗統計量の計算を，単語とオーサークラスターの組み合わせの数
だけ繰り返す。この計算は図表３の計算で用いた同じプログラム中で計算しておく。この計算結果
を主成分分析にかける。
主成分分析の第１段階は主成分軸の抽出である。ここでの主成分分析は，次のように置き換えて
考えれば通常の主成分分析と同様に理解できる。４つのオーサークラスターを４人の被験者と見立
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図表３　単語数削減のためのカイ二乗統計量とｐ値の計算用の行列
図表４　主成分分析のためのカイ二乗統計量の計算用の行列
てる。そして，４つのオーサークラスターのオーサーが使用した単語群を４人の被験者が受験した
試験科目に見立てる。
すると，４人の被験者が複数の試験科目を受験し，その結果により４人を捉える文系軸と理系軸
のような主成分軸を抽出できる。こうした分析と同様に，４つのオーサークラスターで構成される
市場を捉える軸を抽出したことになる。
より詳細な主成分分析の説明は例えば三土（1997）を参照いただきたい。市場を捉える主成分軸
の数は，累積寄与率を計算することで決定できる。およそ８割程度の累積寄与率に至るまでを採用
する。
主成分軸が定まると，第２段階はそれぞれの主成分軸にラベルを貼るときの根拠となる単語の選
択である。この単語選択は固有ベクトルを用いて行う。主成分分析により，各単語に対して固有ベ
クトルの値が計算されている。
この固有ベクトルの値は，その単語にかかる係数の大きさを示している。したがって，固有ベク
トルの絶対値の大きい単語に注目することで，主成分軸にラベルを貼るときの根拠として適切な単
語を選択できる。
ここで一点，固有ベクトルの符号について注意を要する。負の符号はネガティブな意味を表さな
い。逆に正の符号はポジティブな意味を持っていない，ということである。したがって，正の符号
の最大の絶対値と負の符号の最大の絶対値を比較して絶対値の大きい方の符号により軸を解釈する。
正の符号を採用するとなれば，解釈は正の絶対値の大きい単語から順に注目していなければなら
ない。他方，負の符号を採用するとなれば，解釈は負の絶対値の大きい単語から順に注目していな
ければならない。
特に根拠はないものの，本研究では絶対値の大きい方から50単語に注目して主成分軸にラベルを
貼る。これはあまりに多数の単語からではラベルを貼るのが困難だからである。このようにして主
成分軸にラベリングする。以上のようなラベリングをロイヤルオーサーとロングテイルオーサーの
それぞれで別々に行う。
３．結果
ターゲットキーワードは，モナコである。goo ブログ検索を行ない，ブログ記事を得た。次いで
それらのブログオーサーの全ブログ記事を収集した。収集したオーサーは482名である。90%以上
の記事が得られなかったオーサーは482名から除外した。その結果，439名になった。
最終的に得られたのは，オーサー439名，延690431記事，出現単語総数は1685540語であった。収
集期間は，2004年３月９日から2012年５月８日である。収集したブログ記事から本文テキストを抜
き出し，形態素解析を行い，ブログ記事の単語（以下，単語は一部を除き名詞）のみ抽出した。
ステップ２は，商品特性キーワードの設定である。閾値以上にモナコと類似している単語を商品
特性キーワードとして採用する。類似度はコサイン尺度を用いた。類似度の累積相対度数を求め，
８割以上までの単語を採用することとした。類似度の閾値を0.00442646594136とし，商品特性キー
ワードとして20754語を選択した。
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ステップ３では，人物特性キーワードを設定する。閾値以上にオーサーを特徴付けている程度の
高い単語を人物特性キーワードとして採用する。この特徴付けている程度の閾値を379.947312503と
し，人物特性キーワードとして20755語を選択した。
ステップ４で，オーサー分析を行った。まずブログオーサーごとにブログ記事をまとめる。ステ
ップ２で作成した商品特性キーワードでオーサーを分類する。この分類により商品特性キーワード
に関して類似したオーサーをまとめる。商品特性キーワードによりオーサーを４つにクラスタリン
グした。
これら４つについてオーサー毎に商品特性キーワードの重要度の相対比率を求め，クラスター単
位で上側25%を平均した。平均値の最大のクラスターをロイヤルオーサー，最小のクラスターをロ
ングテイルオーサーとした。ロイヤルオーサーは160名，ロングテイルオーサーは63名となった。
商品特性キーワードで分類されたオーサーごとに，ステップ３で作成した人物特性キーワードで
分類する。この分類で，人物特性キーワードがオーサーを特徴付けている程度により，160名のロ
イヤルオーサー（425884語)と63名のロングテイルオーサー（400841語)のそれぞれを４つにクラス
タリングした。
ステップ６は，ラベリングである。ロイヤルオーサーの４つのクラスターは，それぞれ71007語
（37名)，117820語（56名)，329581語（52名)，そして47842語（15名)を含んでいた。ロングテイル
オーサーの４つのクラスターは，それぞれ155339語（26名)，140635語（6名)，130326語(22名)，
そして196633語(９名)を含んでいた。
つづいて，各単語の重要度をカイ二乗統計量のｐ値により計算した。ｐ値が小さいほど，その単
語とロイヤルオーサーまたはロングテイルオーサーとが独立である確率が小さい。したがって，そ
の単語がよりロイヤルオーサーまたはロングテイルオーサーを特徴付けていると解釈できる。
ここから重要度の高いロイヤルオーサー426語(全体の0.1%)とロングテイルオーサー401語(全体
の0.1%)に絞った。最後に，426語と401語に対し主成分分析を行い，ロイヤルオーサーとロングテ
イルオーサーの主成分軸を抽出した。
図表５によれば，第２主成分まででロイヤルオーサーの累積寄与率の約８割を捉えている。した
がって，ロイヤルオーサーを捉える主成分軸は第２主成分までとする。
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図表５　ロイヤルオーサーの寄与率と累積寄与率
図表６によれば，第１主成分は正の値で15.925966と負の値で-13.650641と-11.950867である。特
に正の値が最大である。第２主成分も同様の傾向を示している。
図表７によれば，ロイヤルオーサーの第１主成分を特徴付ける単語として，「季節，我が家，サラ
ダ，野菜，手作り，トマト，パスタ，スープ，味，ワイン，ランチ，カフェ，お茶，紅茶，夕食，
レストラン，チーズ，チョコ，デザート，フード，チョコレート」などがある。
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図表６　ロイヤルオーサーの主成分得点
図表７　ロイヤルオーサーの第１主成分の固有ベクトル（絶対値の大きい方から50語）
図表８によれば，ロイヤルオーサーの第２主成分を特徴付ける単語として，「主人，夕方，今日，
天気，家族，今朝，雨，家，朝，明日，元気，友達，子ども，じい」などがある。
図表９によれば，第２主成分まででは累積寄与率の約８割を捉えていない。したがって，ロング
テイルオーサーを捉える主成分軸は第３主成分までとする。
図表10によれば，第１主成分から第３主成分まで主成分得点は次のような特徴を持っている。第１
主成分は正の値で他の数値と比較して絶対値が大きい値を示している。特にオーサーグループ３の
値が20.159853である。
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図表８　ロイヤルオーサーの第２主成分の固有ベクトル（絶対値の大きい方から50語）
図表９　ロングテイルオーサーの寄与率と累積寄与率
図表10 ロングテイルオーサーの主成分得点
第２主成分は，オーサーグループ１の主成分得点が13.7143882で，オーサーグループ４の主成分
得点が-12.9586653である。第３主成分は，オーサーグループ２の主成分得点が-14.547208である。
図表11によれば，ロングテイルオーサーの第１主成分を特徴付ける単語として，「人間，自己，先
生，自分，ウソ，心，常識，人格，子，人生，教師，欲望，心理，静か，人，友人，症状，孤独，
自身，夢，あい，親子，言葉，年齢，母親，母，善人，親」などがある。
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図表11 ロングテイルオーサーの第１主成分の固有ベクトル（絶対値の大きい方から50語）
図表12 ロングテイルオーサーの第２主成分の固有ベクトル（絶対値の大きい方から50語）
図表12によれば，ロングテイルオーサーの第２主成分を特徴付ける単語として，「日本人，大統
領，米国，日本，企業，オバマ，政権，小泉，戦略，大臣，ロシア，議員，首相，中国，内閣，郵
政，政治，自民党，予算，国民，利権，総理，アメリカ，資金，鳩山，経済，財政，官僚，インド，
政策，幹事，国家，民主党，野田，銀行，前原，税金，財務省，税，金融，板垣，アメリカ合衆国，
ユーロ」などがある。
図表13によれば，ロングテイルオーサーの第３主成分を特徴付ける単語として，「竹島，韓，キ
ムチ，韓国，書記，平壌，キム，李，朝鮮，仁川，海雲台，北，木浦，麗水，朴，ハングル，釜山，
鄭，ロッテ，サムスン，ソウル，光州，大邱，済州，京畿」などがある。
以上のように，ロイヤルオーサーとロングテイルオーサーを特徴付ける単語が明らかとなった。
続く考察で，これら単語をもとにして各主成分にラベルを貼り消費者ニーズを解釈する。
４．考察
先の結果で明らかとなった固有ベクトルの絶対値の大きな単語をもとにして，各主成分軸にラベ
ルを貼る。まず，ロイヤルオーサーを捉える２軸に対してラベルを貼る。
ロイヤルオーサーの第１主成分を特徴付ける単語は，「季節，我が家，サラダ，野菜，手作り，ト
マト，パスタ，スープ，味，ワイン，ランチ，カフェ，お茶，紅茶，夕食，レストラン，チーズ，
チョコ，デザート，フード，チョコレート」などであった。これらの単語から，ロイヤルオーサー
の第１主成分は「食事軸」と名付ける。
ロイヤルオーサーの第２主成分を特徴付ける単語は，「主人，夕方，今日，天気，家族，今朝，雨，
家，朝，明日，元気，友達，子ども，じい」などであった。これらの単語から，ロイヤルオーサー
の第２主成分は「家族・天候軸」と名付ける。
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図表13 ロングテイルオーサーの第３主成分の固有ベクトル（絶対値の大きい方から50語）
次に，ロングテイルオーサーの第１主成分から第３主成分までにラベルを貼る。ロングテイルオ
ーサーの第１主成分を特徴付ける単語は，「人間，自己，先生，自分，ウソ，心，常識，人格，子，
人生，教師，欲望，心理，静か，人，友人，症状，孤独，自身，夢，あい，親子，言葉，年齢，母
親，母，善人，親」などである。これらの単語から，ロングテイルオーサーの第１主成分は「心理
軸」と名付ける。
ロングテイルオーサーの第２主成分を特徴付ける単語は，「日本人，大統領，米国，日本，企業，
オバマ，政権，小泉，戦略，大臣，ロシア，議員，首相，中国，内閣，郵政，政治，自民党，予算，
国民，利権，総理，アメリカ，資金，鳩山，経済，財政，官僚，インド，政策，幹事，国家，民主
党，野田，銀行，前原，税金，財務省，税，金融，板垣，アメリカ合衆国，ユーロ」などである。
これらの単語から，ロングテイルオーサーの第２主成分は「政治・経済軸」と名付ける。
最後に，ロングテイルオーサーの第３主成分を特徴付ける単語は「竹島，韓，キムチ，韓国，書
記，平壌，キム，李，朝鮮，仁川，海雲台，北，木浦，麗水，朴，ハングル，釜山，鄭，ロッテ，
サムスン，ソウル，光州，大邱，済州，京畿」などである。これらの単語から，ロングテイルオー
サーの第３主成分は「韓国軸」と名付ける。
以上で，全ての主成分へラベルを貼り付けた。ここから，ロイヤルオーサーとロングテイルオー
サーのニーズを解釈する。先ずロイヤルオーサーのニーズから解釈する。
モナコへ高いロイヤリティをもつ日本の消費者は食事軸，家族・天候軸によって捉えられた。こ
こから日本の消費者は，おいしい食事，家族で過ごす時間，穏やかな天候にモナコの魅力を感じて
いると考えられる。
次にモナコへの低いロイヤリティを持つ日本の消費者は，心理軸，政治・経済軸，そして韓国軸
によって捉えられた。これらの軸から日本の消費者は，心理的・精神的な癒しを求めており，自分
の身の回りの出来事だけでなく政治・経済の出来事に関心を持ち，モナコだけでなく韓国にも関心
を持っていると考えられる。
続く結論で今一度問題意識に戻り，ここまでで行った解釈から実践的な洞察を導く。
５．結論
本研究により期待される貢献は大きく２つであった。１つ目の問題意識は，本研究によりモナコ
公国に対する日本人の消費者ニーズを明らかにすることで，モナコ公国はより一層の観光客を集め
る上で重要な消費者ニーズを把握できる，であった。
この問題意識について，ロングテイルオーサーのニーズから洞察を導ける。ロングテイルオーサ
ーの軸から，日本の消費者は心理的・精神的な癒しを求めており，自分の身の回りの出来事だけで
なく政治・経済の出来事に関心を持ち，モナコだけでなく韓国にも関心を持っていると考えられる。
したがって，モナコ公国の観光担当者は，心理的あるいは精神的な癒しのスポットを紹介するこ
とでより多くの集客を望める。政治・経済への関心は，Kato（2012）のハウステンボスへの消費者
ニーズの調査においてもロングテイルオーサーが政治経済軸（例えば，党，昨年，銀行，金融，国
会，大震災，米国，衆院，３月，委員，事件，政権，首相，国民，政策，法案など）により捉えら
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れていた。
このような重複から見ても，ヨーロッパ的なリゾート地に関心を持つ日本の消費者の知的水準は
高いと想定できる。したがって，それを満たすようなモナコでの余暇の一方で，Executive MBAな
どの短期で政治・経済を学べるプログラムなどの提供によりこれらの日本の消費者を惹きつければ
より多くの集客につながると考えられる。
最後に，日本の消費者はモナコだけでなく韓国への関心をもっていた。日本の消費者はモナコ同
様にカジノを楽しめ，モナコよりも地理的に近い韓国へ関心があると考えられる。したがってモナ
コ公国の観光担当者は，この地理的な近さに対抗できる魅力を提供する必要がある。引き続いて韓
国をモナコ公国の競争相手の一つと想定して，韓国への日本人の消費者ニーズを調査してみる必要
がある。
２つ目の問題意識は，テーマパークの経営者がハウステンボスと同様にヨーロッパ的リゾート地
を競争相手としているならば，消費者が競争相手にどのようなニーズをもつのかを把握できる，で
あった。これは同様の競争相手を持つテーマパークの経営者にとって経営戦略立案の一助となる。
この問題意識について，ロイヤルオーサーのニーズから洞察を導ける。日本の消費者は，おいし
い食事，家族で過ごす時間，穏やかな天候にモナコの魅力を感じていると考えられた。したがって，
おいしい食事という観点からは，モナコで著名なレストランを自身のテーマパークに出店させるこ
とによりモナコを訪れなくとも国内のリゾート地で堪能できるようにすることで競争力を獲得でき
る。
家族で過ごす時間という観点からは，若者や高齢者といった年齢層に限定するのではなく家族連
れで訪れたときにそれぞれが楽しめる施設が必要となる。例えばモナコ同様にカジノやレース観戦
のような大人が楽しむ娯楽を提供しているとする。
大人がそのような娯楽へ出かけている間に，子供たちを楽しませる企画が必要とされる。こうし
た家族全員をターゲットとしたサービスを準備することで，モナコと競合するテーマパークは日本
の消費者をより惹きつけられると考えられる。
天候という観点からすれば，悪天候時の企画があることで，操作できない天候により旅行者の期
待を損ねないよう予防策を講じる必要がある。これには屋内型の施設の充実などが考えられる。
本研究は当初の問題意識に対して，ブログテキストデータを KIPにより分析することで以上のよ
うな貢献を果たした。だが未だ解決されるべき課題も残されている。
第1に，時系列分析への拡張の必要性である。消費者のニーズは時間と共に変化する。その変化点
前後での市場の変化の解明は，市場創造プロセスの理解にとって重要である。
そのためには時間をずらしながら，繰り返し KIP を時系列テキストデータへ用いる必要がある。
これを実現するには KIPを完全自動化しなければならない。KIPは未だ完全な自動化ではなく所々
で実際の数値を見ながら基準となる値を決定しつつ分析を進めなければならない。
したがって，データを時間で分け同じ分析を繰り返すだけで時系列の分析ができるというわけで
はない。先ず KIPのデータ収集を除く全ての分析手順を完全自動化し，その上で時系列の分析へと
進む必要がある。
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第２に，データクリーニングの方法を一層洗練させなければならない。我々は Kato and Imanishi
（2012)においてナイーブベイズを用いたデータクリーニング法を提案し，加藤・今西（2012)にお
いて改善を行った。だが未だ十分な成果を出せておらず，本研究ではデータクリーニングを行わな
かった。今後特に確率計算方法を改善することにより，より適切なデータクリーニングができるよ
うにしなければならない。
これらの課題はあるものの，本研究は当初に掲げた問題意識にたいしては貢献できた。したがっ
て，今後これらの課題一つひとつを解決することで一層魅力的な手順へと改善し，更なる経験研究
を積み重ねることで KIPのマーケティング研究の方法としての地位を確立していきたい。
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Explore the Customers’ Needs for Foreign Tourism Destinations 
by Using Blog Text Mining
Junichi Kato
In this research, for clarifying the Japanese customers’ needs for Principality of Monaco as foreign tourist
city by using Kato and Ishikawa’s procedure (KIP), we segment the markets and extract some principal axes. 
There are two expected contributions in this research. First contribution is that the person in charge of
tourism of Monaco can grasp customers’ needs to gather more tourists. Second contribution is that managers
of European style theme parks can understand customers’ needs about competitors.
We can get insights about these two research questions. Consumers demand psychological healing, are
interested in issues of politics or economy, and are interested in not only Monaco but also Korea. If the person
in charge of tourism of Monaco takes these needs into considerations, they can gather more customers. 
In reference to the second research question, consumers feel the charm of Monaco for a delicious meal, time
to spend with families, and calm weather. If managers think of these customers’ needs, they can create more
charming theme parks for customers.
Keywords: Marketing , Blog, Text Mining, Tourism
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